
本
校
二
従
来
製
版
科
ナ
カ
リ
ツ
モ
大
正
三
年
九
月
ョ
リ
新
設
セ
ラ
レ
之

ニ
要
ス
ル
数
室
ノ
設
備
ナ
キ
ヲ
以
テ
瑕
リ
ニ
鋳
造
科
ノ
一
部
及
化
學
数
室
ノ
一

部
ヲ
充
営
シ
漸
々
不
便
ヲ
忍
ヒ
ッ
、
今
日
二
至
リ
ジ
モ
生
徒
及
學
級
ノ
増
加
ニ

伴
ヒ
数
授
上
ノ
支
即
少
カ
ラ
ス
依
テ
製
版
科
数
室
ヲ
新
築
セ
ラ
レ
ソ
コ
ト
ヲ

且
又
製
版
科
新
設
二
伴
フ
豫
釘
ノ
増
額
僅
少
ナ
リ
ッ
為
メ
経
理
上
非

常
ノ
困
難
ヲ
来
ッ
居
レ
リ
依
テ
之
ヵ
経
役
ノ
増
額
ヲ
モ
併
セ
テ
切
望
ス
」

と
い
う
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
何
ら
記
さ
れ
て
い
な

い。〕

雑
件生
徒
質
瞼
ノ
資
二
供
ス
ル
タ
メ
諸
所
ノ
依
嘱
ヲ
受
ケ
製
作
二
従
事
シ
タ
ル
モ

ノ
、
中
重
モ
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
畢
グ
レ
バ
左
ノ
如
ッ

切
望
ス

一寸

本
校
二
於
テ
蒐
集
貯
蔵
セ
ル
美
術
上
ノ
参
考
標
本
ヲ
平
時
常
二
陳
列
展
覧
セ

シ
メ
テ
生
徒
ノ
数
喪
二
資
セ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
延
イ
テ
校
外
篤
志
者
ニ
モ

参
観
ヲ
許
シ
美
術
工
藝
界
ヲ
神
益
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
本
校
二
陳
列
館
新
築

ノ
必
要
ア
ル
ハ
前
敷
年
間
ノ
年
報
二
於
テ
綾
説
ス
ル
所
ニ
シ
テ
其
論
旨
既
ニ

盪
セ
ル
ヲ
以
テ
今
復
夕
架
言
セ
ザ
ル
モ
其
必
要
ヲ
感
ズ
ル
コ
ト
年
一
年
益
々

切
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
因
テ
此
事
ノ
輩
ニ
―
片
ノ
意
見
希
望
タ
ル
ノ
域
ヲ
脱
シ

速
二
宜
行
セ
ラ
ル
、
二
至
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム

〔
大
正
六
年
度
年
報
に
お
け
る

「
製
版
科
数
室
新
築
ノ
件
」
「
写
真
科
本
設
置

ノ
件
」
の
項
目
は
本
年
報
に
お
い
て
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
者
に

関
し
て
は
本
年
報
乙
款
「
其
他
経
済
上
特
二
申
報
ス
ヘ
キ
事
項
」
に
第
一
の
項

目
と
し
て

●
辞
令

隔

託

畑

正

雇

安

藤

喜

八

郎

前

田

詳

依
嘱
製
作
一
屁

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
記
事
抜
粋

巻

号

年

月

日

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
六
ー
七
。

T
．
七

・
一
・
三
一
〕

雇
を
命
ず
、
闘
案
科
第
二
部
助
手
を
命
ず

依
願
解
雇
（
以
上
一
月
三
十
日
）

任
東
京
美
術
學
校
助
教
授
（
一
月
三
十
一
日
）

●
職
員
動
静

〔
ボ
ン
ベ
イ
〕

〇
澤
村
専
太
郎
氏
（
隔
託
）
十
二
月
一
日
無
事
孟
買
に
到
着
、
目
下
諸
般
の

準
備
中
な
れ
ば
、
近
日
ア
ジ
ャ
ン
タ

ー
に
向
ひ
出
痰
す
べ
し
と
、
十
二
月
五
日

同
氏
の
焚
信
に
見
え
た
り
。

吉

吾

形野
仲光飾 凰

藝景 噴

銅銅 時 水

像像計見塔

査壼査訊 壼

基基個基基

同本前本前 青
年度 年度 年度 年度

芯
工本

同同未竣 同竣

註工内工 工
竣

井小東宮藤 依

上澤 田
京内 康

嘉都 明 敏

治治市省郎 者

745 第18節 大正 7年



依
願
解
懸

叙
従
六
位
（
以
上
二
月
十
二
日
）

叙
正
六
位

叙
従
五
位

●
辟
令

士

曙
託
工
學
博
士

従
六
位
勲
六
等

従

六

位

従
六
位
勲
六
等

従

六

位

闊

野

閥

野

正

七

位

稗

木

健

介 川藤小

合

貞 貞

芳
三
郎

工

學

悔

支
那
印
度
留
學
中
東
洋
建
築
史
資
料
蒐
集
を
暖
託
す
（
以
上
二
月
十
四
日
）

●
卒
業
式
日
婁
更
本
校
卒
業
式
は
従
来
一
一
一
月
廿
九
日
午
後
畢
行
の
こ
と
と
な

り
居
り
た
る
が
、
本
年
よ
り
例
年
一
―
―
月
二
十
四
日
午
前
十
時
よ
り
行
ふ
こ
と

但
し
営
日
日
曜
日
に
嘗
る
時
は
翌
日
に
繰
下
ぐ
る
こ
と
に
改
め
た
り
、
即
ち
本

年
は
三
月
二
十
五
日
（
月
曜
）
午
前
十
時
よ
り
畢
行
の
筈
な
り
。

●
本
校
生
徒
宮
城
拝
観
本
校
圏
壷
師
範
科
生
徒
十
七
名
本
科
生
徒
中
数
員
志

望
者
十
五
名
は
宮
城
拝
観
を
差
許
さ
れ
二
月
二
十
二
日
午
前
白
濱
〔
徴
〕
島
田

〔
佳
突
〕
雨
教
授
中
澤
〔
治
之
助
〕
書
記
附
添
に
て
拝
観
せ
り
。

●
職
員
動
静

島

武

堀

沼

田

勇
次
郎

靭

昔

正

六

位

勲

六

等

結

城

林

蔵

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
六
ー
八
。

T
．
七

・
ニ

・
ニ
八
〕

任
東
京
美
術
學
校
教
授

叙
高
等
官
六
等
（
三
月
十
四
日
）

●
辟
令

島

憲

之

米

村

健

平

田

宗

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
六
ー
九
。
T
．
七

・
六

・
三
〇
〕

幸

0
開
野
貞
氏
二
月
二
十
日
出
稜
海
外
留
學
の
途
に
上
ら
る
。
朝
鮮
を
鰹
て
支

那
に
至
り
半
年
計
り
滞
留
研
究
の
後
印
度
に
渡
り
、
こ
4

に
も
半
年
計
り
巡
歴

の
上
英
佛
伊
へ
向
は
る
べ
し
と
。

〇
辻
村
延
太
郎
氏
今
回
電
話
架
設
せ
ら
る
。
番
琥
は
小
石
川
二
八

0
三
な

り。0
大
村
西
崖
氏
一
月
二
十
九
日
静
岡
縣
在
住
の
御
宜
母
逝
去
せ
ら
る
。

0
赤
間
運
蔵
氏
二
月
六
日
令
閏
逝
去
せ
ら
る
。

0
千
頭
庸
哉
氏

二
月
十
六
日
御
宜
母
逝
去
せ
ら
る
。

0
寺
崎
廣
業
氏
二
月
十
八
日
令
息
廣
民
氏
（
二
男
）
を
喪
は
る
。

0
堀
井
政
吉
氏
二
月
十
八
日
御
質
母
逝
去
せ
ら
る
。
近
来
の
如
く
職
員
の
家

族
叉
は
卒
業
生
生
徒
間
に
不
幸
の
績
く
は
前
例
な
き
こ
と
に
て
洵
に
痛
悼
に
堪

え
ざ
る
所
な
り
。

本
校
製
版
科
製
圏
授
業
を
本
學
年
中
隅
託
す
（
四
月
八
日
）

従
四
位
勲
三
等
小

叙
正
四
位
（
四
月
十
日
）

●
卒
業
式

本
校
第
二
十
七
回
卒
業
證
書
授
典
式
は
、
三
月
二
十
五
日
午
前
十

第2章制度改革期 746



花
見
車

護
摩

同

山

田

安

士

山

形

土

同

山

左

僻

熊

本
平

同

吉

田

毅

大

分

平

同

外秋

草

虎
之
進

強
一
一
一
郎

鳥
取
平

若
葉
の
蔭

牧
獲
道
成
寺

櫨
紅
葉

春
さ
き

同

山

本

茂

長
野
平

同

越

長
野
平

同

浦

志

友菩
次

麿雄朗衛郎

武

福
岡
平

同
、
異
境
の
地

士
耳
古
室
の

山
田
寅
次
氏

同
、

同
、
ほ
か
げ

同
、
髪

同
、
小
春
日
和

同

河黒

田

新

大

阪

平

同

宅

愛
知
平

同

田

代

員
熊
本
士

同

矢

郡崎

新
潟
士

同

鑑

井

宜

東

京

士

同

山

佐
賀
士

同

口

鹿
兒
島
士

夏梅羅花
と妃浮
冬仙

同

麻

田

寛

新
洞
平

同

彦

千
葉
平

同 同

湯松

JI I 

直

椴春忠

大
阪
平

同

田

石
川
平

浦

豊
治
郎

龍孝

富
山
平

同

野

滋
賀
平

同

宮

内

子

千
葉
平

同

午利運信素
治
雄郎 彦

東
京
士

雨
月
物
語

同

井

上

東
京
平

西
洋
畳
科

自
霊
肖
像
、
水

同
、
兵
器
廠
の
蹄
り

同
、
聾
室
ノ
中

同
、
春

同
、
蹄
路

同
、
女

同
、
モ
デ
ル
休
み
の
ひ
ま

同
、
女

同
、
女

同
、
金
剛
秋
意

同
、
女

同
、
櫛

同
、
思
念

同

谷鑢遠小小加

泉藤

廣

埼

玉

平

春魏
の
節
乳
母

英
竹
桃

同

閥

澄

正

巳

東

京

平

同

高

梨

正
之
助辰

紳
奈
川
平

同

岩

田

正

巳

新

涅

平

同

玉

井

愛
媛
平

本

科

星

川

清

雄

山

形

士

同

弘

佐
賀
士

時
よ
り
講
堂
に
於
て
行
は
る
、
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
式
辟
を
述
べ

、
卒
業
生
百

0
九
人
に
卒
業
證
書
を
授
興
し
、
次
で
卒
業
生
に
射
し
告
辟
あ
り
、
次
に
文
部

省
督
學
官
丸
山
環
氏
壇
上
に
登
り
て
岡
田
〔
良
平
〕
文
部
大
臣
の
訓
辟
を
朗
泊

せ
ら
れ
、
卒
業
生
総
代
加
納
川
郁
之
助
の
答
辟
あ
り
て
式
を
終
る
、
尚
例
年
の

通
り
卒
業
製
作
を
別
室
に
陳
列
し
営
日
は
来
賓
諸
氏
に
翌
日
は
生
徒
父
兄
其
他

閣
係
者
の
観
覧
に
供
し
た
り
。
卒
業
生
姓
名
卒
業
製
作
目
録
、
文

部

大

臣

訓

辟
、
卒
業
生
答
辟
等
左
の
如
し
。

卒
業
生
姓
名
及
卒
業
製
作
目
録

日
本
聾
科

同 同

淵佃細加
納
井川

昭

郁
之
助

文
次
郎

武

岡
山
平

愛
知
平

本
科

大
阪
平

落
葉

同

あ
け
ぽ
の
4

光

玉
の
井

同 同

森泰北穂

茂

雄

福

岡

士

原

法大

成輔

大
阪
平

長
野
平

孔
雀
秋

同

正

雄

福
島
平

同

闊
戸
三
郎
右
衛
門

積

石
川
平

747 第18節 大正 7年



女無鐵
題エ

同

岩

越

郎

熊

本

士

同

寺

畑

助

之

丞

富

山

平

二
笑
圏
額
面
錨
造
科

本
科

藤松

原

同

宮 濱

JI I 

準

石
川
士

飾
壷

同

本

春

次

郎

香

川
平

郎

東

京

平

ニ
チ
ュ
ー
ド

同

田

郎蔵

神
奈
川
平

水
邊
松
圏
花
瓶

同

臨

省
三
郎

富
山
平

佐
保
姫

本

科

日

名

子

宜

大
分
平

蓮
池
圏
手
箱

六
角
形
菓
子
器

海
老
園
花
瓶

選
科

小岩高

林

光

東

京

平

彫
刻
科
塑
造
部

同

田

七

東

京

平

本
科

梨

親藤静

治

新

潟

平

同
、
タ

ー
~

同

留

鏡

源

支

那

同
、
春

選
科

李鹿笹藤鮫齋
兒
島森

廷彦消雅利赤
次ー
英郎郎

支
那

同

静
岡
平

同
、

同

輻
岡
平

本
科

大

石

靖
〔

部

〕

〔

郎

〕

矢

雖

金

太

郡

富
山
平

同、

同

青
森
士

同、

同

田

夫

宮
崎
士

圏
案
科
第
一
部

窓
掛
壁
張
及
絨
蛙
圏
案

三
美
應
用
屏
風
圏
案

各
種
工
藝
花
瓶
闘
案

置
時
計
及
椅
子
蒲
幽
圏
案

刺
繍
應
用
衝
立
圏
案

第
二
部

ホ
テ
ル
建
築
設
計
圏
案

劇
場
建
築
設
計
圏
案

金
工
科

同

澤

蘇

来

群

馬

平

同
、

同

同
、

同

島藤

久

東
京
士

同

藤

善

治

秋

田

平

心郎

輻
岡
士

同

小加改

富
山
平

同
、

同

池

ノ

内

埼
玉
平

同

阿杉

井郡

徳掴

石
川
士

同、

同

飯小

森

定消親健彦治敏辰大
次兵
夫郎衛省

石
川
士

本
科

本

盛
二
郎英憲

石
川
士

同
、
彼
女
等

同
、
鏡

同、

化
粧

同
、
お
茶
湯
日
の
夜

同
、
窓
近
く

同
、

同

栗

造

愛
知
平

同

坂

東

次

兵
庫
士

同

吉

田

東
京
士

人
の
歩
む
三
ツ
の
道

選

科

勝

海

俊

雄

静

岡

平

同

赤

松

東
京
平

牙
彫
部

同

山

本

埼
玉
平

同

栖塚

雄

和
歌
山
平

森
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

夏
雲

春
の
香

選

科

石

田

大
分
平

同

奥林

原

謙
太
郎

午

郎

東
京
士

同
、
暮

同
、
ト
ラ
ッ
ク
の
港

同

大

夫

東
京
平

同

河

上

山
口
士

木
彫
郡

本
科

艮

東
京
平
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宮麻

懺
み

本

幸秀

恵

鳥
取
平

藤小

田

薫

奈

良

士

生

東
京
士

山

知

弘

富
山
平

闘
甕
師
範
科

同

宇

高

久

敬

愛

媛

平

奏
曲
の
前

同

内

田

馬

埼

玉

平

ひ
と
つ
思
を
辿
り
て

同

山

本

浴
せ
ん
と
す
る
女

讀
書

同

末

岡

雄亮

東
京
平

山
口
平

同

成

田

兵逹 利隆

吉

愛
媛
士

臨
時
窟
員
科

ミ
ス

・
ニ
ム

本

科

中

山

岩

太

揺

岡

士

同

波
々
伯
部

輻
井
士

同

澁

栃
木
士

香
棲

製
版
科

漆
工
科

扇
面
形
夕
の
森
圏
、
流
水

圏
重
色
紙
形
小
督
の
意

扇
面
形
山
水
圏
、

色
紙
形
行
幸
の
惹

扇
面
形
鳳
凰
圏
、

色
紙
形
牡
丹
圏

重
扇
面
形
水
仙
岡
、

色
紙
形
秋
草
圏
流
水
圏

〔衝
〕

以
上
表
裏
合
作
衡
立

本

科

戸

同

田

口

敬

次

郎

秋

田

平

同

谷塚 好

政

次

宮

崎

平

同

竹

村

本

科

加

藤

孝暢
方
次次 夫 猛

東
京
平

三
重
平

員
一
揺
井
平

本

科

村

井

勝

蔵

山

口

士

圏臨製漆錨金

甕時

師窯版エ

計
範員

科科科科

西
合

1
0
 

八

1
0九

749 
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0000  
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圏 彫
案刻
科科

r , ＇̀ 
第第牙木塑畳聾名
ニー彫彫造

科科部部部部部

工造

四

,゚ -ノ、一

五

゜
五

゜
五

゜
五

洋

冒

日

本

科科

野

澁

江

龍

卒
業
生
科
別
人
員

科

本
科
二

0

選
〇科

三二計
五〇

雄

鹿
兒
島
士

大

竹

善

次

郎

福

島

平

石

隆

紳
奈
川
土

林

憲

亮

奈

＿艮
士

志渡松

賀

寛

治

輻

岡

平

鈴

橋

重

木

勝

長

野

士

邊 田

忠武
久

輻
島
平

高

己

青

森

平

島
根
平

勝

間

田

武

夫

静

岡

平

坪路

田

繁

福

井

平

吉

澤

和

義

長

野

平

川

健

介

茨
城
平

佃

磁

雄

鳥

取

平

大正 7年



之
を
祝
辞
と
す

大
正
七
年
三
月
二
十
五
日

卒
業
生
答
辟

生
等
本
校
に
入
學
せ
し
よ
り
妓
に
幾
星
霜

指
磁
を
蒙
り
其
薫
化
に
浴
し
幸
に
規
程
の
科
目
を
履
修
し
其
業
の
卒
ふ
る
を
得
た

り
、
乃
ち
本
日
を
以
て
第
二
十
七
回
卒
業
式
の
盛
典
を
畢
行
せ
ら
る
而
し
て
文
部

大
臣
閣
下
の
買
臨
を
犀
ふ
し
且
親
し
く
訓
諭
を
垂
れ
て
生
徒
を
祝
揺
し
希
羞
を
前
途

に
獨
せ
ら
る

美
な
ら
し
む

生
等
の
光
榮
身
に
餘
り
偏
に
感
激
の
至
り
に
堪
へ
ず

窃
に
思
ふ
に
美
術
は
一
國
文
明
の
精
華
也
能
＜
祉
會
の
人
情
風
俗
を
し
て
高
尚
優

然
り
而
し
て
其
精
華
を
登
掲
し
人
情
風
俗
を
美
化
せ
し
む
る
の
作
品

生
等
本
校
に
於
て
修
む
る
所
則
ち
美
術
に
資

を
出
す
は
宜
に
美
術
家
の
任
務
た
り

す
る
學
問
と
技
能
と
に
在
り

賂
来
自
ら
期
す
る
所
亦
美
術
家
た
る
に
在
り

て
其
任
務
甚
だ
重
く
或
は
負
荷
に
堪
え
ざ
る
を
畏
る
今
や
本
校
の
業
を
卒
ふ
と
雖

も
決
し
て
此
小
成
に
安
ず
る
こ
と
な
く
盆
々
獨
自
修
荘
錬
磨
研
鑽
の
工
夫
を
積
み
社

會
に
虞
し
以
て
美
術
家
た
る
の
任
務
を
空
ふ
せ
ざ
る
に
努
力
す
べ
き
而
已

宜
其
職
務
に
證
痒
す
る
所
あ
ら
ん
と
す

よ

正
木
學
校
長
並
に
諸
先
生
の
懇
篤
な
る

顧
み

若
し
夫
れ
出
て
数
育
の
任
に
従
事
す
る
者
は
善
く
本
校
数
社
の
趣
旨
を
橙
し
熱
心
忠

聯
か
蕪
言
を
陳
じ
て
學
校
長
並
に
諸
先
生

文

部

大

臣

岡

田

一艮

平

文
部
大
臣
祝
僻

美
術
の
世
逍
人
心
に
隅
す
る
や
大
な
り
登
菅
に
昭
代
文
明
の
華
た
る
の
み
な
ら
ん

や
東
京
美
術
學
校
卒
業
生
諸
子
今
や
課
程
を
本
校
に
卒
へ
其
の
履
修
せ
る
所
を
提

け
て
将
に
世
に
立
た
ん
と
す
諸
子
菜
は
く
は
其
の
抱
負
を
大
に
し
其
の
用
惹
を
密

に
し
一
生
を
妍
究
に
終
へ
て
悔
い
さ
り
し
古
名
家
の
心
を
心
と
し
て
業
に
従
ひ
叉
常

に
品
性
の
向
上
を
怠
ら
ず
し
て
根
抵
の
培
捉
に
力
め
以
て
将
来
に
大
成
せ
ん
こ
と
を

期
せ
よ
若
し
夫
れ
教
育
の
任
に
営
る
も
の
は
格
勤
職
を
奉
じ
梱
誠
徒
を
導
き
獨
り

技
藝
の
師
た
る
の
み
な
ら
ず
人
格
徳
操
に
於
て
も
亦
衆
生
に
範
た
ら
ん
こ
と
を
紡
め

し

吉

田

四

進
西
藤洋原
盟
常科輝茂脩酉

郎蔵威薫郎雄

東
京
士

田

代

山
口
士

濱

田

謙重

助

福

岡

平

雄

鳥

取

平

金

雄

東
京
平

小

島

新
潟
平

松堀村

村

雄

長
野
平

石
川
平

宮遠

澤

長
野
平

山

奈
＿艮
士

島

富
山
士

内
ヶ
崎

宮
城
平

丹

11 

百
田ニ雁

兵
庫
平

秀

佐
賀
士

入

江

東
京
平

古

島荘

健
意
地
郎

英

麿

敏

雄
伊

蔵

鐵
次
郎好

熊
本
平

國

則

高
知
平

福

井

明

長

崎

平

上

野泉

占
己
地
山
梨
平

野

ロ

今

秀

佐
賀
平

日

向

郎

茨

城

平
〔買
〕

廉
次
郎
佐
買
平

白

井

壮
太
郎美

東
京
平

古桃

Jll 

龍俊

夫

栃
木
平

森池
之
上

應

鹿

兒

島

平

崎

幅
岡
士

田

才

愛
知
平

水

野

穣

兵

庫

士

永

井

武

雄

東

京

士

豫
備
科

大
正
七
年
三
月
二
十
五
日

●
新
入
學
生

日
本
聾
科

荒

井

鋼

一

郎

山

形

平

の
深
恩
を
謝
し
大
臣
閣
下
の
高
諭
に
奉
答
す

東
京
美
術
卑
校
卒
業
生
穂
代

本
年
度
新
入
學
生
と
し
て
入
學
を
許
可
せ
ら
れ
た
る
者
左
の
如

加

納

川

郁

之

助

第2痒 制度改革期 750 



荒矢門齋 川 石御片深中佐藤小中今和佐小松鈴相
彫 園 々

木居野脇藤塑刻島 川 生野澤島藤 野村井田木林崎木島
彫 造科
部徳判正叉部 昌E吉義武省親九彦安一千茂慶太秀大

亮＝夫乙
介次郎 二 太
墜む 太男＝史男術治郎尋生郎六次造宏

栃木 岐阜 東京 千葉 栃山山東→兄巖兵北岡岡栃和大滋賀 愛埼和埼
木形口 手庫海山山木歌分 知玉歌玉

平平平士 平平平平平平平平平平山士平平平山平
平 平

小中今 岩 川楠 伊坂 山 金ー栗江西盤田山杉佐首

上林川村 田合目藤入田子瓶田藤内田中田山伯藤

新金 重 藤修成窯 忠梅徳 純清信戌新新祐
太
郎央清面 七二照朔潔郎吉松 博平顕夫 樹＝誤

埼埼滋賀 大 東東高東茨北福 北 東大高群東宮愛大大
玉玉 阪 京京知京城海岡海京分知馬京崎知阪分
平平平平 平平士平平平平平平平士平平士平平平

右い」 軸ー百 佐齋林 水高川 田江柿石中森大 橋竹
製 漆 錨 金 圏
第版永村エ原江 造谷澤田工代本田崎山田橋第案本田
科 科 科 科 ー科
年 正善

吉笑 万 育興直 邦秀猛修政 郡 禰興
級 尋 太
男久 郎榮人 郎吉一 忠三雄夫三雄憲 郎作

長石 東京 取鳥 廣島 東京 千香 熊愛石茨富山 長京 香川 富山
平崎 平川 葉 川 本知川城 平崎都平

平平士 平平平 士平士平平 平平

駒伊 森金君 横水杉 小加熊橋城森 木
曾

見逹 村子塚 山町浦 林利谷 所 内

篤春 酉和猛 正程基 吉鼎年大徳 五
太 史
郎郎 三助男 義 之郎 ー造郎 含雄正 郎

富山 宮城 群馬 巖手 千葉 香川 東京 愛知平
東京 千静石東石 盟葉岡 川京川

平士 平平平 平士 士士士平平平 平
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合

田

清

氏

●
職
員
動
評

市
外
澁
谷
町
中
澁
谷
五
五
へ
轄
居

飛

田

昭

喬

福

島

平

藤

井

清
廣
島
士

永

田

元
鹿
兒
島
平

上

田

國

馬

高

知

平

臨
時
議
院
建
築
局
顧
問
被
仰
付
（
七
月
十
八
日
）

〔動〕

従

五

位

動

六

等

寺

崎

廣

業

校

長

正

木

直

彦

宮
内
省
御
用
掛
被
仰
付
（
六
月
二
十
二
日
）

田

近

利

夫

大

分

士

石

橋

孟

長

崎

士

調
度
寮
獨
託
被
免

福

田

寛

青

森

平

星

野

金

之

助

埼

玉

平

数

授

黒

田

清

輝

矢

吹

誠

福

島

平

大

東

喜

奈
良
平

数
員
桧
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
仰
付
（
六
月
十
一
＿
一
日
）

日

野

義

英

廣

島

平

古

谷

虎

武

和

歌

山

平

岡

田

起

作

鎌

倉
谷

山

誹

津崎

芳藤義卯
太四
郎郎

香
川
平

牧

田

埼
玉
平

託

助
赦
授

嘘

託

小

林

萬

吾

岡
山
平

角

田

山
梨
平

田

次

治

長
野
平

土

長
野
平

嘱隅

託

下小

島

憲

郎之

松

市

福
岡
平

常為
蛍

質耕義郎

滋
賀
平

叙
正
七
位
（
五
月
二
十
日
）

男

圏
霊
師
範
科

第
一
年
級
政

浦

直

大
分
平

長
谷
川井屋

源
三
郎
愛
知
平

赦

授

平

田

宗

幸

雇
を
命
ず
、
臨
時
窯
箕
科
助
手
を
命
ず
（
五
月
八
日
）
中

山

岩

太

松

村

芳

東
京
平

賀

質

東

京

平

樋

ロ

重

親

福

岡

平

有若

林川

質

雄人

大
阪
平

授

小

學
術
研
究
の
為
朝
鮮
へ
出
張
を
命
ず
（
四
月
二
十
三
日
）

敦

堀

靭

昔

内

先
太
郎

家

貞
孝

之

臨
時
寓
員
科

第
一
年
級
國
次
郎

野

山
口
平

市

正

愛
知
士

従

五

位

勲

六

等

結

城

林

蔵

叙
勲
五
等
授
瑞
賓
章
（
四
月
二
十
二
日
）

●
辟
令

第2章

須

田

富
山
平

持宇

永

長
崎
平

小鴨木

泉

繁

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
七
ー
一
。

T
・
七

・
七

．
――

10〕

制度改革期

野江

滋
賀
士

大

恒

吉

東
京
士

村

光義

郎

香
川
平

東
京
平

廣
島
平

野
口
六
三
氏
麹
町
謳
平
河
町
六
丁
目
十
一

、
辻
啓
一
郎
方
へ
轄
居

752 



0
白
山
松
哉
氏

0
森
芳
太
郎
氏
本
所
置
向
島
中
之
郷
町
八
八
、
末
正
化
學
工
業
所
内
へ
轄

居。 ●
職
員
動
静

〇
鎌
田
禰
壽
治
氏
今
回
電
話
を
架
設
せ
ら
る
。
番
琥
は
小
石
川
三
ニ
―
二
番

な
り
。

田

同

白

山

輻

松

同

海

野

盛

同

岡

田

校
長
教
授

高

村

光―
―
一
郎
助

美

雲

叙
勲
五
等
授
瑞
賓
章

従
七
位
勲
七
等

叙
勲
六
等
授
瑞
官
章
（
以
上
七
月
二
十
六
日
）

●
職
員
動
静

0
小
堀
靭
昔
氏
（
教
授
）
風
俗
研
究
の
為
め
四
月
二
十
五
日
出
焚
朝
鮮
へ
向

は
れ
六
月
一
日
蹄
京
せ
ら
る
。

0
鈴
川
信
一
氏
（
啜
託
）

ず。〇
澤
村
専
太
郎
氏
（
隔
託
）

五
月
九
日
母
堂
逝
去
せ
ら
る
、
御
哀
悼
に
堪
ヘ

印
度
よ
り
五
月
十
七
日
蹄
朝
せ
ら
る
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
七
ー
ニ
。

T
．
七

・
八

・
三
〇
〕

架
設
の
電
話
今
般
麿
止
さ
る
。

〇
誹
木
健
介
氏
麹
町
謳
下
二
番
町
廿
八
へ
轄
居

〇
屋
代
鉄
三
氏
五
月
三
日
付
を
以
て
學
習
院
弓
術
講
師
を
隅
託
せ
ら
る
。
同

院
に
て
は
今
學
年
よ
り
正
科
と
し
て
、
中
學
科
に
弓
術
を
課
せ
ら
れ
、
又
漸
次

課
外
に
も
之
を
奨
勘
せ
ん
と
て
、
此
啜
託
を
見
る
に
至
り
し
な
り
と
い
ふ
。

0
福
井
江
亭
氏
休
職
中
な
る
同
氏
は
、
目
下
満
洲
大
連
市
揖
津
町
高
野
山
大

師
赦
會
内
に
あ
り
て
盛
ん
に
揮
奄
し
居
ら
る
4
と。

長

原

孝
太
郎

0
岡
田
秋
嶺
氏

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
七
ー
三
。
T
．
七

・
九

・
一
八
〕

叙
従
三
位

特
旨
を
以
て
位
一
級
被
進

叙
勲
二
等
授
瑞
賓
章
（
八
月
十
九
日
）

叙
従
七
位
（
八
月
二
十
日
）

同

島

佳

牟

第
六
回
工
藝
展
覧
會
審
査
委
員
を
嘘
託
す
（
九
月
三
日
農
商
務
省
）

●
師
範
科
修
學
旅
行
岡
憲
師
範
科
第
三
年
生
は
羽
根
〔
義
三
〕
助
数
授
の
指

導
に
て
十
月
四
日
夜
出
登
、
三
重
奈
一
艮
大
阪
京
都
の
各
府
縣
へ
十
日
間
の
豫
定

に
て
修
學
旅
行
し
諸
學
校
を
参
観
す
べ
し
。

●
数
室
近
事
西
洋
甕
科
に
於
て
従
来
の
制
度
を
替
へ
、
第
一
年
第
二
年
は
長

原
〔
孝
太
郎
〕
教
授
小
林
〔
万
吾
〕
助
数
授
据
任
、
第
三
年
第
四
年
を
岡
田

〔
三
郎
助
〕
数
授
、
和
田
〔
英
作
〕
教
授
藤
島
〔
武
二
〕
教
授
の
三
数
室
に

分
ち
生
徒
の
志
望
に
よ
り
其
一
に
就
て
授
業
を
受
く
る
こ
と
と
し
、
卒
業
期
及

●
辟
令

正

木

直

彦

書

記

屋

代

紋

嘘

託

小

島

憲

之

此
程
電
話
開
通
、
番
琥
は
番
町
四
二
九
六
な
り
。
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小島憲之

の
人
と
為
り
温
雅
篤
厚

ら
超
出
し
生
徒
を
数
ゆ
る
こ
と
諄

風
格
自

君
を
請
ふ
て
講
師
を
閲
託
す

来
連
綿
以
て
今
日
に
及
べ
り

君 頭

美
術
學
校
の
授
業
を
開
始
す
る
や

呼
哀
哉

嗚

明
治
二
十
二
年
我
東
京

東
京
美
術
學
校
講
師
小
島
憲
之
君

弔

辞

（
先
生
の
略
歴
等
は
次
琥
に
記
す
べ
し
）

日
谷
中
齋
場
に
於
て
葬
儀
を
執
行
せ
ら
る
、
本
校
々
長
の
弔
詞
左
の
如
し
。

月
三
十
日
ま
で
輻
重
兵
第
一
大
隊
へ
召
集
せ
ら
れ
入
螢
せ
ら
る
。

0
平
田
宗
幸
氏

小
島
憲
之
氏
甍
去

〔月〕

本
校
講
師
第
一
高
等
學
校
赦
授
小
島
憲
之
氏
は
八
日
初
旬
よ
り
飛
騨
地
方
へ
旅

行
中
な
り
し
が
、
旅
行
先
に
於
て
胃
痙
撃
を
起
し
十
五
日
遂
に
甍
去
せ
ら
る
、

病
危
篤
の
趣
上
聞
に
逹
す
る
や
位
勲
陸
叙
の
御
沙
汰
あ
り
た
り
、
同
月
二
十
二

病
を
以
て
俄
然
館
舎
を
捐
つ

卜――――ロ

音 永
ら
く
病
氣
中
な
り
し
が
快
癒
し
て
出
勤
せ
ら
る
。

●
職
員
動
静

芦氏
〕

0
小
林
組
五
郎
民
（
製
版
科
助
手
）

び
研
究
科
は
黒
田
〔
清
輝
〕
教
授
の
捲
任
と
す
る
の
制
と
し
本
年
九
月
の
新
學

期
よ
り
常
分
質
施
す
る
こ
と
と
せ
り
。

勤
務
演
習
の
為
め
九
月
一
日
よ
り
十
一

滞米中の岡部覚弥

箕
に
銃
英
家
の
模
楷
た
り

々
方
あ
り
皆
畏
敬
悦
服
せ
ざ
る
は
莫
し

私
相
交
は
る
こ
と
久
し
今
や
遠
に
幽
明
相
隔
つ
る
に
遭
ふ
洵
に
哀
痛
の
至
に
堪

へ
ず
抑
亦
邦
家
の
為
に
斯
の
一
艮
数
育
家
を
喪
ふ
こ
と
を
歎
惜
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る

妓
に
謹
み
て
弔
辟
を
霊
前
に
陳
ぷ

大
正
七
年
八
月
廿
二
日

東
京
美
術
學
校
長

ら
る
A

と
同
時
に
紐
育
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
博
物
館
日

岡
部
覺
蒲
氏
逝
去

本
校
隔
託
岡
部
覺
蒲
氏
腎
臓
炎
に
罹
り
九
月
九
日
午
前
三
時
駒
込
動
阪
の
自
邸
に
逝

く
、
享
年
四
十
六
、
氏
は
福
岡
市
の
生
れ
、
彫
金
を
加
納
夏
雄
、
海
野
勝
瑕
雨
氏
に
、

彫
型
を
英
人
ジ
ュ
ロ
ッ
ト
氏
に
、
洋
盟
を
吉
田
嘉
三
郎
氏
、
日
本
盟
を
川
端
玉
章
氏
に

學
び
其
後
本
校
に
入
り
て
彫

r

さ
淡

也

金
科
を
卒
へ
た
り

日
本
美

術
院
の
創
立
に
盛
し
同
院
が

引
受
け
た
る
國
究
修
繕
事
業

中
彫
金
の
修
繕
は
皆
氏
が
為

せ
る
な
り
、
巴
里
大
博
覧
會

に
て
銅
牌
、
第
五
回
内
國
勤

業
博
究
會
に
名
脊
賞
牌
を
受

け
明
治
三
十
六
年
米
國
に
赴

き
ボ
ス
ト
ン
市
立
美
術
學
校
〔
ボ
]

に
入
り
て
彫
型
を
學
び
、
ポ

ス
ト
ン
博
物
館
技
師
に
聘
せ

本
部
主
任
と
な
り
其
間
刀
の

正

木

直

彦

予
君
と
公
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謹
み
て
弔
す

大
正
七
年
九
月
十
二
日

東
京
美
術
學
校
出
身
者
総
代

東
京
美
術
學
校
教
授

技
巧
の
絶
妙
は
固
よ
り
賓
す
る
を
須
ゐ
ず

ん
こ
と
を
期
せ
り
今
や
溢
焉
長
逝
す

大

村

西

崖

君
を
知
る
者
皆
其
他
日
竪
偵
の
蔚
騰
せ

同
窓
の
出
身
者
皆
其
金
工
科
第
一
の
先
輩

を
喪
ひ
て
復
こ
の
重
笙
を
負
ふ
る
に
足
る
の
人
な
き
を
歎
せ
ざ
る
者
な
し

ま
し
い
哉

嗚
呼
悼

同 同

田

矢

代

幸

雄

啜

託

矢

野

道

也

同

鹿

英

同

白

鍔
に
開
す
る
研
究
を
装
表
、
名
を
揚
げ
た
り
、
明
治
四
十
一
年
七
月
蹄
朝
、
昨
大
正

六
年
十
月
本
校
金
工
科
彫
金
史
の
授
業
を
嘘
託
せ
ら
れ
、
未
だ
講
義
を
開
始
す
る
に

及
ば
ず
し
て
逝
か
る
、
悲
し
い
哉

弔

為
す
あ
る
の
オ
を
抱
い
て
天
之
に
年
を
瑕
さ
ず
中
道
に
し
て
祖
喪
す
る
者
世
執
れ
こ

〔き
〕

れ
を
悲
ま
ざ
ら
む
岡
部
覺
蒲
君
の
如
さ
は
殊
に
然
り
明
治
二
十
二
年
我
が
東
京

美
術
學
校
の
創
立
せ
ら
る
4

や
君
率
先
入
學
し
諸
生
の
未
だ
金
工
の
何
た
る
を
解
せ

ざ
る
に
方
り
志
を
定
め
て
其
科
を
修
め
加
納
夏
雄
海
野
勝
瑕
二
家
に
親
灸
し
て
技
術

の
蘊
奥
を
究
め
業
成
る
の
後
暫
く
職
を
學
校
数
官
に
奉
じ
各
種
合
金
の
色
澤
を
應
用

こ
の
種
の
製
作
宜
に
君
を
以
て
鼻
祖
と
為
す

し
て
能
く
山
水
の
園
を
彫
金
に
作
る

既
に
し
て
久
し
く
米
國
に
遊
び
波
土
頓
の
美
術
館
に
在
り
て
其
蔵
す
る
所
の
日
本

金
工
品
を
整
理
審
定
し
其
目
録
を
作
り
て
漆
ふ
る
に
史
偲
を
以
て
す
米
駄
諸
國
の

學
者
日
本
の
金
工
を
談
ず
る
者
皆
徴
を
之
に
取
る
其
斯
道
に
貢
献
す
る
所
腔
少
に

非
ざ
る
な
り
蹄
朝
の
後
孜
々
製
作
に
従
事
し
放
に
衆
議
院
よ
り
の
大
稔
紀
念
獣
上

品
菊
慈
童
を
作
り
更
に
司
法
省
よ
り
同
じ
く
奉
猷
の
黄
金
荘
唐
大
刀
を
作
り
其
未
だ

成
ら
ざ
る
に
方
り
不
幸
二
竪
の
侵
す
所
と
為
り
て
終
に
再
た
ぴ
起
た
ず
将
に
瞑
目

せ
ん
と
す
る
に
臨
み
其
半
成
を
恨
み
と
す
る
こ
と
を
言
ひ
て
敢
て
他
を
語
ら
ず

君
人
と
為
り
敦
厚
温
雅
名
利
に
淡
＜
藝
術
に
篤
し

く
者
巾
を
混
さ
ゞ
る
な
し

其

数

授

大

島濱村

西

崖
徴

辞

聞

助

教

授

小

林

萬

教

授

鎌

理
科
大
學
講
師
を
嘱
託
す
（
九
月
二
十
日
東
北
＿
帝
國
大
學
）

数

授

和

田

●
辟
令

田

吾

英

作

禰
壽
治

●
羽
田
禎
之
進
氏
逝
く
元
本
校
赦
務
掛
主
任
羽
田
禎
之
進
氏
は
病
革
り
七
月

二
日
府
下
田
端
五
二
九
の
寓
に
逝
去
せ
ら
れ
し
由
、
氏
は
慶
應
三
年
宮
城
縣
亘

理
町
に
生
れ
、
陸
軍
赦
導
園
を
経
て
仙
鎮
驀
及
び
近
衛
師
園
に
て
軍
務
に
服

し
、
日
清
日
霧
の
雨
戦
役
に
従
軍
し
陸
り
て
歩
兵
中
尉
に
至
り
従
七
位
勲
六
等

功
五
級
に
叙
せ
ら
る
、
本
校
に
奉
職
し
た
る
は
明
治
三
十
年
四
月
に
し
て
爾
来

謄
操
授
業
擦
任
赦
務
掛
主
任
た
り
、
大
正
四
年
十
二
月
辞
職
せ
ら
る
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
七
ー
，
四
。

T
．
七

・
十
一

・
三
〇
〕

依
願
西
洋
聾
科
理
事
を
免
す

西
洋
聾
科
理
事
を
命
す
(
+
月
四
日
）

下

次

郎

大
正
七
年
度
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
赦
員
等
講
習
會
講
師
を
嘱
託
す

（
十
月
十
日
）
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日
本
壷
選
科
一
年

佐
々
木

西
洋
聾
選
科
一
年

支

那

夏

浙
江
省

支

那

周

浙
江
省

天
初
伯
嗚

る。 依
願
解
雇

猛

依
願
解
雇
(
+
月
十
九
日
）

依
願
解
雇
（
十
一
月
九
日
）

廣支直支
東隷
省那省那
伍高

子
奇
春
莱

難

波

千

尋

従
七
位

雇

弓
術
指
南
兼
務
を
命
ず
(
+
一
月
二
十
二

日
）

漆
工
科
蒔
箱
及
調
漆
賞
習
授
業
を
隅
託
す
（
以
上
十
一
月
廿
五
日
）

●
選
科
生
入
學
九
月
二
十

一
日
左
記
の
者
選
科
生
と
し
て
入
學
を
許
可
せ
ら

叙
勲
六
等
授
瑞
密
章
(
+
月
二
十
八
日
）

書

記

屋

代

鉄

雇 書

大
正
七
年
度
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
等
講
習
會
事
務
取
扱
を
暖
託

す

(
+
月
二
十
六
日
）

美
術
史
研
究
室
助
手
を
命
ず
（
十

一
月
八
日
）

教

授

古

宇

田

厖

記

小

岩
中

山

寒

JI I 

田

邊

孝

次

噌

井

吉
本

岩 兼

峻 太 瀞 宜 吉

吉
右
衛
門

李

鐘

属

朝

鮮

黄
海
道

彫
刻
科
木
彫
郡
選
科
一
年

竹

田

典

作

吉

川

保

正

●
本
校
創
立
記
念
日
十
月
四
日
午
前
例
に
よ
り
本
校
創
立
記
念
式
を
大
講
堂

に
於
て
畢
行
せ
ら
る
。
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
の
式
僻
あ
り
た
る
後
、
大
村
〔
西

崖
〕
数
授
の
支
那
の
土
偶
に
就
て
講
演
あ
り
た
り
、
こ
れ
嘗
日
別
室
に
於
て
本

校
近
年
の
購
入
品
並
に
之
に
閥
連
し
て
菩
蔵
支
那
土
偶
の
陳
列
を
な
し
て
卒
業

生
在
學
生
の
観
覧
に
供
し
た
る
を
以
て
な
り
C

営
日
陳
列
せ
る
も
の
大
略
左
の

通
り
に
し
て
爾
来
引
績
き
文
庫
階
上
に
於
て
陳
列
せ
り
。

勝
田
竹
翁
筆
誹
農
岡
海
北
友

松

筆

人

物

等

輝

筆

文

殊

奈
一艮
法
眼
筆

山
水
住
吉
如
疫
筆
幻
夢
物
語
箱
巻
住
吉
箱
所
偉
来
如
炭
具
度
下
聾

若
杉
磯
八
筆
鷹
狩
圏
六
朝
石
佛
唐
窯
黄
緑
釉
盤
鐵
製
佛
頭
古
銅

博
山
燻
支
那
土
偶
敷
種
開
野
〔
貞
〕
博
士
蒐
集
支
那
土
偶
、
碑
、
銅

器
ノ
類
香
取
〔
秀
真
〕
氏
編
鉦
法
隆
寺
西
圃
堂
納
鏡
圏
譜

•••

. 

科

外

講

演

本
校
東
洋
紺
霊
史
、
東
洋
美
術
史
の
撥
任
教
授
た
る
大
村
西
崖
氏
は
多
年
硲
究

し
た
る
密
数
に
就
い
て
其
蘊
蓄
を
傾
け
て
密
赦
登
逹
志
五
巻
の
大
著
を
完
成
出

版
さ
れ
し
が
之
を
機
會
に
今
回
密
教
の
美
術
に
闊
聯
せ
る
方
面
を
講
演
せ
ん
こ

と
を
思
ひ
立
ち
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
の
賛
同
を
得
て
本
校
に
於
て
科
外
講
演
と

し
て
密
数
美
術
史
を
公
開
的
に
講
演
さ
る
4
由
に
て
校
内
職
員
生
徒
は
云
ふ
に

及
ば
ず
廣
く
各
科
卒
業
生
諸
氏
の
来
聴
を
希
笙
せ
ら
る
4
と
の
こ
と
な
り

本
校
関
係
者
に
あ
ら
ざ
る
人
々
に
て
も
随
意
来
聴
差
支
な
し
と

〔
マ
マ
〕

は
左
記
の
要
領
を
知
り
置
る
べ
し
（
せ
）

山

内

倉

蔵

聴
講
希
望
者 叉
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昔

か
る
べ
し

一
題
目
は
密
数
美
術
史

一
講
演
は
大
正
八
年
一
月
八
日
以
後
に
開
始
し
毎
週
士
曜
日
午
後
一
時
よ

り
二
時
間
づ

4

（
約
一
年
間
椴
績
終
了
の
豫
定
）

一
場
所
は
本
校
第
一
諧
議
室

一
聴
講
者
は
本
校
美
術
史
研
究
室
に
申
出
で
賄
講
券
（
無
料
）
を
受
け
置

●
職
員
動
静

〇
鎌
田
禰
壽
治
氏
（
教
授
）
東
北
帝
國
大
學
理
科
大
學
講
師
を
懸
託
せ
ら
る
。

寓
慎
化
學
搬
任
の
為
め
に
し
て
毎
月
二
回
仙
蛋
へ

出
張
講
義
せ
ら
る
4
由。

0
中
山
岩
太
氏

（
｛
島
員
科
助
手
）
農
商
務
省
海
外
質
業
練
習
生
に
採
用
せ
ら
れ

紐
育
に
於
て
窟
員
材
料
製
造
を
研
究
せ
ら
る
4

こ
と
4
な
れ
り
。

0
福
井
江
亭
氏
最
近
の
短
信
に
よ
れ
ば
、
林

〔
権
助
〕
公
使
の
紹
介
に
て
総

長
各
督
軍
其
他
の
大
家
を
訪
問
し
、
秘
蔵
の
霊
幅
を
閲
覧
取
調
べ
ら
れ
つ
A

あ

る
が
、
近
日
南
洞
方
面
に
向
は
る
べ
し
と
い
ふ
。

大
正
七
年
八
月
十
九
日、

本
校
嘘
託
従
三
位
勲
二
等
小
島
憲
之
先
生
甍
去
せ
ら

る
。
享
年
六
十
有
二
洵
に
哀
惜
に
堪
へ
ざ
る
な
り
。
先
生
恭
謙
謹
巌
衆
人
の

た
め
に
敬
畏
せ
ら
れ
、
本
校
に
在
り
て
用
器
甕
法
を
数
授
せ
る
こ
と
三
十
年
、

故
に
本
校
よ
り
出
で
4

圏
霊
赦
員
の
職
に
従
事
せ
る
も
の
は
、
咸
な
其
数
を
受

け
ざ
る
は
な
し
、
先
生
本
校
の
為
に
盛
せ
る
の
功
誠
に
大
な
り
と
い
ふ
べ
し
。

先
生
は
奮
幕
臣
に
し
て
安
政
四
年
六
月
十
四
日
に
生
れ
、
明
治
元
年
四
月
大
學

南
校
に
入
り
、
同
六
年
米
國
に
遊
學
し
、
八
年
九
月
紐
育
州
イ
サ
カ
府
コ

ー
ネ

ル
大
學
に
入
り
て
造
家
學
科
を
修
め
、
十
二
年
六
月
卒
業
し
て
學
位
を
受
け
、

尋
で
欧
洲
を
遊
歴
し
て
蹄
朝
し
、
十
四
年
十
月
文
部
省
御
用
掛
と
な
り
十
五
年

十
二
月
東
京
大
學
赦
授
に
任
じ
、
十
九
年
四
月
二
十
九
日
、
今
の
高
等
學
校
の

前
身
な
る
第
一
高
等
中
學
校
数
諭
に
任
ぜ
ら
れ
、
二
十

一
年
十
月
工
科
大
學
赦

授
に
兼
任
す
。
二
十
二
年
一
月
十
九
日
、
本
校
の
獨
託
を
受
く
、
之
れ
本
校
開

校
の
前
月
な
り
と
す
。
さ
れ
ば
現
今
本
校
に
在
り
て
勤
緻
最
も
古
き
は
、
質
に

先
生
を
推
し
た
り
し
な
り
。
叉
文
郡
省
の
数
員
検
定
試
験
委
員
と
し
て
、
毎
年

先
生
の
名
の
委
員
中
に
列
せ
ら
れ
ざ
る
こ
と
な
し
。
先
生
は
買
に
生
涯
を
育
英

の
た
め
に
捧
げ
た
る
の
人
に
し
て
、
暇
餘
又
弓
術
を
學
び
て
堂
に
上
り
、
名
手

を
以
て
稲
せ
ら
れ
た
り
。
彼
を
思
ひ
之
を
懐
ひ
叙
し
て
之
に
至
れ
ば
、
先
生
の

温
容
紡
彿
と
し
て
、
目
前
に
在
り
て
耳
其
数
を
聞
く
が
如
し
、
筆
を
掬
ち
、
憮

〔屋
代
鉄
三〕

然
と
し
て
追
悼
の
情
に
堪
へ
ざ
る
な
り
。
（
大
正
七
年
九
月
廿
六
日
晃
江
）

●
菅
野
員
氏
逝
く
元
本
校
助
数
授
文
庫
主
任
菅
野
員
氏
僅
か
に
二

日
の
病
氣

に
て
九
月
十
六
日
逮
か
に
逝
去
せ
ら
る
、
氏
は
仙
蛋
の
人
、
第
二
高
等
中
學
校

に
學
び
た
る
も
中
途
退
學
し
郷
里
に
於
て
中
學
赦
員
と
な
り
て
英
語
及
び
圏
盟

を
換
任
す
、
後
上
京
し
て
東
京
外
國
語
學
校
伊
太
利
語
別
科
に
入
り
修
業
す
、

此
頃
即
ち
明
治
三
十
四
年
十

一
月
本
校
に
奉
職
し
文
庫
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
課
外

伊
太
利
語
科
を
換
任
し
叉
英
語
授
業
補
助
懸
託
と
な
り
同
四
十
年
三
月
助
教
授

に
任
じ
文
庫
掛
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
、
文
展
の
開
設
せ
ら
る
4

に
嘗
り
同
會
書
記

を
兼
ぬ
、
文
庫
に
於
て
校
外
の
研
究
者
に
も
闘
書
閲
覧
を
許
す
の
制
を
設
け
た

る
は
氏
の
在
任
営
時
の
事
に
し
て
其
他
文
庫
の
整
備
に
就
て
盛
力
せ
ら
る
4
所

多
か
り
き
、
後
日
英
栂
覧
會
出
品
協
會
の
嘘
を
受
け
渡
英
す
る
に
及
び
明
治
四

十
二
年
十
二
月
休
職
と
な
る
、
日
英
博
閉
會
後
歌
洲
各
園
を
遍
歴
し
て
、
彼
の

地
都
市
修
飾
の
状
況
を
視
て
感
ず
る
所
あ
り
、
蹄
朝
後
専
ら
都
市
修
飾
に
心
血

を
注
ぎ
各
地
の
都
市
よ
り
招
か
れ
て
修
飾
法
を
説
き
た
り
し
が
未
だ
志
を
成
さ
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依
願
免
本
官
(
+
一
月
二
十
九
日
）

任
東
京
美
術
學
校
教
授

叙
高
等
官
七
等
（
以
上
十
二
月
十
日
）

隅

託

矢

代

幸

雄

吉

原

長

宗

日
本
甕
科
主
任
を
命
す
（
十
二
月
十
三
日
）

廂
を
命
す
、
数
務
掛
兼
庶
務
掛
を
命
す
（
同
日
）

任
東
京
美
術
學
校
教
授
兼
第
一
高
等
學
校
教
授

叙
高
等
官
七
等
（
十
二
月
十
六
日
）

叙
高
等
官
七
等

任
東
京
美
術
學
校
数
授
四
四
郎
紐
謬
範

数

授

川

合

芳
三
郎

暖

託

大

島

同

松

岡

輝

夫

勝
次
郎

助

赦

授

水

谷

鐵

也

助

数

授

小

林

腐

吾

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
七
ー
五
。

T
．
七

・
十
ニ

・
三
〇
〕

釦
三
郎

陸
叙
高
等
官
一
＿
一
等

陸
叙
高
等
官
四
等

陸
叙
高
等
官
五
等

三
四
郎

陸
叙
高
等
官
六
等
（
以
上
十
二
月
十
九
日
）

●
寺
崎
数
授
辞
職
教
授
寺
崎
廣
業
氏
は
近
頃
咽
喉
部
に
病
症
を
焚
し
治
療
せ

ら
れ
つ
4
あ
る
が
、
営
分
聾
筆
を
も
執
ら
ざ
る
程
に
て
學
校
へ
の
出
勤
は
到
底

不
可
能
な
れ
ば
と
て
辟
表
を
提
出
せ
ら
れ
し
が
、
十
一
月
二
十
九
日
遂
に
聴
許

せ
ら
る
、
閑
地
に
就
き
て
徐
ろ
に
静
養
せ
ら
る
4
為
に
止
む
を
得
ざ
る
こ
と
4

は
い
へ

、
日
本
整
界
の
重
鋲
た
る
同
氏
の
辟
任
を
見
た
る
に
至
り
た
る
は
本
校

の
大
損
失
に
し
て
惜
み
て
も
な
ほ
餘
り
あ
り
、
今
般
辞
職
に
つ
き
在
官
中
の
功

績
を
録
し
、
特
旨
を
以
て
位
一
級
進
め
ら
れ
正
五
位
に
陸
叙
せ
ら
れ
た
り
、
亦

本
校
職
員
並
び
に
日
本
盟
科
卒
業
生
有
志
者
よ
り
各
々
記
念
品
を
賑
呈
す
る

由
、
同
氏
の
略
歴
左
の
如
し
。

慶
應
二
年
二
月
廿
五
日
秋
田
に
生
る

0
初
め
秋
田
醤
學
校
に
入
り
ニ
ケ
年
に

し
て
退
學

0
明
治
十
六
年
秋
田
の
人
狩
野
振
霊
家
小
室
秀
俊
に
就
き
聾
法
を
〔穂〕

學
ぶ

0
明
治
廿
一
年
二
月
東
京
に
来
り
平
福
穂
庵
に
就
き
四
條
派
を
學
び
徳

庵
歿
後
古
今
大
家
の
法
を
獨
習
す

0
明
治
二
十
九
年
十
一
月
本
校
閾
案
科
授

業
暖
託

0
同
三
十
年
三
月
任
助
教
授

0
同
三
十
一
年
四
月
免
官

0
同
三
十
四

数

授

長

原

孝

太

郎

数

授

寺

崎

廣

業

雇
助
手

任
東
京
美
術
學
校
助
赦
授
(
+
一
月
二
十
七
日
）

同

浦

数

授

結鹿

城島

貞英

松二

●
僻
令

同

鎌

田

禰

壽

治

ず
し
て
忽
然
逝
か
れ
た
る
は
惜
む
べ
し
。

数

授

岡

田

数

授

櫻

岡

秀

第2章制度改革期 758



年
九
月
任
教
授

0
同
四
十
年
八
月
美
術
審
査
委
員
會
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
爾
来

今
に
至
る

0
四
十
三
年
六
月
消
霰
へ
旅
行
の
た
め
休
職

0
同
年
八
月
蹄
朝
復

職

0
大
正
二
年
十
二
月
日
本
聾
科
主
任
を
命
せ
ら
る

0
同
五
年
七
月
叙
従
五

位

0
同
六
年
六
月
帝
室
技
藝
員
を
命
ぜ
ら
る

0
同
七
年
七
月
叙
勲
五
等
授
瑞

賓
章

●
陸
任
敦
官
の
略
歴

三
浦
〔
錦
三
郎
〕
助
教
授
茨
城
縣
の
人
、
披
光
風
、
石
川
光
明
に
牙
彫
を

狩
野
壽
信
に
甕
を
學
び
明
治
四
十
年
九
月
本
校
牙
彫
部
助
手
に
就
職
せ
ら

小
林
〔
萬
吾
〕
教
授
香
川
縣
の
人
、
明
治
三
十
一
年
本
校
西
洋
盟
科
選
科

卒
業

0
同
舟
二
年
十

一
月
本
校
助
手

0
同
州
七
年
九
月
本
校
助
数
授

0
同

四
十
四
年
二
月
渦
一
―
―
年
間
佛
國
伊
際
蜀
國
へ
留
學
を
命
ぜ
ら
る

0
大
正
三

年
六
月
蹄
朝

0
大
正
五
年
三
月
兼
任
東
京
高
等
師
範
學
校
教
授

水
谷
〔
鉄
也
〕
教
授
長
崎
縣
島
原
の
人
、
琥
佳
園
、
初
め
奈
一艮
の
彫
刻
家

森
川
杜
園
に
學
び

0
明
治
三
十
五
年
七
月
本
校
彫
刻
科
卒
業

0
同
三
十
六

年
本
校
助
手

0
同
三
十
八
年
十
二
月
助
教
授

0
同
四
十
三
年
七
月
彫
塑
研

究
の
為
め
三
年
間
佛
伊
猫
國
留
學
を
命
ぜ
ら
る

0
大
正
二
年
十
二
月
蹄
朝

る

播
磨
の
人
、
琥
映
丘
、
明
治
三
十
八
年
七
月
本
校
日

松
岡
〔
輝
夫
〕
教
授

〔
マ

マ
〕

本
校
聾
科
卒
業

0
同
四
十
一
年
九
月
本
校
助
教
授

大
島
〔
勝
次
郎
〕
教
授
東
京
の
人
、
琥
如
雲
、
夙
に
祖
業
を
紹
ぎ
錨
金
に

従
事
す
、
明
治
二
十
三
年
十
二
月
本
校
雇

0
同
二
十
四
年
八
月
本
校
技
手

に
任
す

0
同
二
十
六
年
九
月
技
手
麿
官
に
よ
り
闊
託
と
な
る
、

矢
代
〔
幸
雄
〕
教
授
横
濱
の
人
、
第
一
高
等
學
校
を
経
て
東
京
帝
國
大
學

法
科
大
學
商
業
學
科
に
入
り
後
文
科
大
學
英
文
學
科
に
轄
科
、
大
正
四
年

①
 
関

連

事

項

七
月
卒
業
、
卒
業
に
際
し
優
等
學
生
と
し
て
御
下
賜
の
銀
時
計
を
拝
受
す

0
同
年
九
月
本
校
英
語
、
西
洋
美
術
史
、
西
洋
彫
刻
史
授
業
嘱
託

0
大
正

六
年
三
月
第
一
高
等
學
校
英
語
授
業
啜
託
を
兼
ぬ

職

員

動

静

久
米
桂
一
郎
氏
（
教
授
）
電
話
高
輪
一
五
一

0
へ
愛
更
。

澤
村
専
太
郎
氏
（
嘘
託
）
北
豊
島
郡
高
田
村
鶉
山
一
五

0
一
へ
韓
居
せ
ら
る
。

古
宇
田
賞
氏
（
教
授
）
十
一
月
依
闊
託
製
作
事
業
に
闊
し
長
野
縣
へ
出
張
を
命

ぜ
ら
る
。

〔
勤
〕

小
林
編
五
郎
氏
（
製
版
科
助
手
）
勧
務
演
習
召
集
中
の
と
こ
ろ
十
一
月
三
十
日

召
集
を
解
除
せ
ら
る
。

生

徒

動

静

（
今
後
在
學
生
諸
君
の
重
要
な
る
動
静
を
本
欄
に
於
て
報
告
す
べ
し
）

笠
原
千
之
氏
（
西
二
）
十
二
月
十
二
日
病
死
せ
ら
る
、
哀
悼
に
堪
へ
ず
。

西
洋
画
科
の
教
室
制

西
洋
画
科
が
大
正
七
年
九
月
の
新
学
期
よ
り
第
三
、
第
四
年
生
に
教
室
制
を

適
用
し
た
こ
と
は
「
東
京
美
術
学
校
近
事
」

(m頁
）
の
記
載
ど
お
り
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
大
正
五
年
の
東
京
美
術
学
校
改
革
運
動
に
お
け
る
改
革
派
の
、
教

師
の
個
人
的
薫
化
に
重
き
を
置
い
た
教
育
法
を
実
施
す
べ
し
と
い
う
主
張
を
と

り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
改
革
に
つ
い
て
東
西
美
術
出
版
社
版
『
美
術
新

報
』
第
一
巻
第

一
号
（
大
正
七
年
十
月
）
に
は
次
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
。

■東
京
美
術
學
校
洋
蜜
科
赦
室
制
に
斐
る
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